
文芸さろん ―弥生 ―

【作品募集】イラストや俳句、川柳、短歌など
【あ て 先】〒300-1292 牛久市中央3-15-1
「広報うしく文芸さろん」係　FAX：873-2512
Ekouhou@city.ushiku.ibaraki.jp 

【記載事項】作品、氏名、電話番号
匿名希望の方はその旨（ペンネームもOK）

〈次回募集テーマは「春」〉
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※ 掲載作品は担当課にて審査の上、決定します。投稿い
ただいた作品が必ず掲載されるわけではありません。

『牛久市版レットデータブック追補版 牛久における絶滅のおそれのある野生生物』
販売中 ※お求めは都市計画課まで（1,350円）

問 都市計画課
☎内線2524

第63回

　コナラ
　
ブ
ナ
科
の
落
葉
広
葉
樹
の
高
木

（
高
さ
15
ｍ
）。
北
海
道
～
九
州
に

分
布
。
市
内
で
は
ク
ヌ
ギ
と
と
も

に
雑
木
林
の
主
要
樹
種
で
す（
画

像
①
）。
樹
皮
は
灰
白
色
、縦
に
不

規
則
な
裂
け
目
が
あ
り
ま
す
。
葉

は
互
生
、
長
さ
７
～
10
㎝
の
長
楕
円

形
、
先
が
と
が
り
、
鋸
歯
が
あ
り
ま

す
。葉
の
表
面
は
緑
色
で
、裏
面
は
灰

白
色
。
開
花
期
は
４
～
５
月
、
雄
花

は
新
枝
の
基
部
に
多
数
集
ま
り
、
紐

状
に
２
～
６
㎝
下
垂（
画
像
②
）。
雌

花
は
新
枝
の
上
部
の
葉
の
付
け
根
に

２
～
３
個
つ
く
、
果
実（
ど
ん
ぐ
り
）

は
楕
円
形
で
長
さ
１
・
６
～
２
・
２

㎝（
画
像
③
）。
名
前
は
大
型
の
ミ
ズ

ナ
ラ
に
対
し
、
小
型
の
ナ
ラ
の
意
味

で
す
。
材
は
薪
炭
材
や
シ
イ
タ
ケ
の

ホ
ダ
ギ
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
牛
久
の
里
山
樹
木
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
18

ペ
ー
ジ
掲
載
。本
の
問
い
合
わ
せ
は
牛
久
自

然
観
察
の
森（
☎
８
７
４
・
６
６
０
０
）ま
で
。

【
資
料
提
供
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
し
く
里
山
の
会

（
文
章：本
田
寛
、写
真：渡
辺
泰
）

① 雑木林のコナラの樹幹と下枝
　（平成23年11月29日）
② コナラの雄花序（平成23年4月24日）
③ コナラの果実と殻斗（カクト）
　（平成10年10月3日）
※①～③牛久自然観察の森で撮影

1

2

問 文化芸術課（牛久シャトー内）☎874-3121

　

写
真
１
は
、開
通
前
の
貝
塚
中
根
線
を
上
柏
田
で

撮
影
し
た
も
の
で
、車
が
小
野
川
の
手
前
で
旧
道
方

面
へ
迂
回
し
て
い
ま
す
。写
真
中
央
に
は
、木
が
茂
っ

て
い
る
辺
り
か
ら
道
路
が
延
び
て
お
り
、中
根
方
面

へ
続
い
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

写
真
２
は
、同
地
点
の
交
差
点
を
約
30
年
後
に
撮

影
し
た
も
の
で
す
。現
在
は
、平
成
15
年
に
開
通
し
た

圏
央
道
の
高
架
が
横
切
る
な
ど
街
の
発
展
と
と
も
に

姿
を
大
き
く
変
え
て
い
ま
す
。

開通前の貝塚中根線

「昔のうしく」の写真（とくに昭和40年代までの写真・
東部地区の写真）を募集しています。

昭和63（1988）年3月

▲【写真1】昭和63（1988）年3月撮影

▲【写真2】平成29（2017）年
3月撮影
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▼

イラスト／長沢さん

広報うしく 2021年3月1日号11


